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 ア

どをい

No.30

であ

   

 写真

氏が

であ

 以下

おく。

り、紙

この度

めな

長期保

化でき

     

京大学理学部

ーカイブ新聞

いただいた記

00 の紹介で

る。写真 1が

     

真 1 には、昭

2回、鈴木尊

るが、他の

下、すべての

。最後の No

紙質も悪くス

度デジタルデ

くなる恐れが

保存には無理

きたのは幸い

アーカイブ

 

     

部天文学教室

聞 712 号に、

記事を書いた

である。No.1

が第 1 ページ

 写真 1 

昭和 3 年の談

尊信氏が 1回

4回はいづれ

のページをス

.300 は昭和

スキャナーで

データとして

があり、紙で

理があり、ぼ

いであったと

ブ新聞 （2

国立天文台

室談話会 No.

、国立天文台

た。この号に

は昭和 3年

ジ、写真 2が

     

談話会記録は

回である。平

れも論文の紹

スキャナーで

和 37 年である

で取り込む作

て保存したが

で残っている

ぼろぼろと破

と思われる。
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台・天文情報

.1～No.300 

台名誉教授木

には、その中

年 11 月 8 日の

が第 2 ページ

 

     

は 2 回であり

平山清次氏の

紹介である。

で取り込んだ

る、今年は昭

作業をしてい

が、計算機上

ることが最上

破れてしまう

 

23 日 第 71

報センター・

記録を収蔵

木下宙氏から

中の東京大学

の宮原宣氏と

ジである。

     

り、登壇者は

の 2回目は「

 

だので順次（

昭和 89 年で

いるうちに紙

上のデータは

上だと思って

うことが分か

13 号） 

特別客員研

蔵 

ら、東京天文

理学部天文学

と平山清次氏

写真 2 

は宮原宣氏が

「隕石につい

（写真 3～写真

あるから 72

紙が裂けてし

はメディアの

ていたが、昭

かった。この

研究員 中桐

文台談話会記

学教室の No

氏の論文紹介

が 2回、平山

いて」という

真 41）掲載

2年前のもの

しまうのであ

の更新によっ

昭和 37 年頃に

の時点でデジ

正夫 

記録な

.1 ～

介の話

 

清次

講演

載して

のであ

る。

て読

に紙は

タル
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次に

43

一覧

部天

るた

によ

第 8

第 1

登壇

当

った

台を

のみ

多く

次が

祐先

位は

郎、

     

に、木下名誉

年までの東京

覧表を作った

天文学教室談

ために表を作

よれば、第 9

84 回、第 88

150 回は不詳

壇の延べ人数

当然ながら天

た人たちの登

を含め、他に

みという人た

く登壇したの

が鏑木政岐先

先生、畑中武

は平山清次で

海野和三郎

 写真 40 

誉教授が昭和

京天文台談話

たことになら

談話会の登壇

作成した。こ

9 回～第 27

8 回～第 90 回

詳とあり掲載

数は 448 人で

天文学教室に

登壇が多くな

に就職した人

たちも多い。

のは藤田良雄

先生の 17 回

武夫先生の 1

である。あと

郎と続く。 

和 27 年から昭

話会の登壇者

らい、東大理

壇者の傾向を

この談話会記

回、第 53 回

回、第 119 回

載がない。 

である。 

に教官として

なり、東京天

人は卒業談話

この間に一

雄先生の 26 回

、3 位は萩原

15 回である第

と、10 回の裏

 

昭和

者の

理学

を見

記録

回～

回～

て残

天文

話会

一番

回、

原雄

第 5

裏太



 表

   

1、2 は談話

     

話会記録に登

     

登場する人た

     

ちの年別に登

 表 1 

登壇回数を表表にしたもののである。 

 



   

 登壇

数は増

昭和

 この

録であ

るこ

 表

の様子

     

壇の一番多い

増えたはずで

38 年にお亡

の記録はかな

あるから、回

とだけからも

1、2は年間

子を知るには

     

い藤田良雄先

であり、鏑木

亡くなりにな

なり抜けてい

回数によって

も、その研究

間の登壇回数

はよくわかる

     

先生も昭和 3

木政岐先生は

なっている。

いる部分があ

て研究密度の

究活動の活発

を入れたもの

るのでその表

 表 2 

38 年にはま

は昭和 37 年度

 

あり、また昭

の評価にはす

発さを伺うこ

のだが、1回

表も作成した

だ退官されて

度で定年であ

昭和 3年～37

すぐには結び

ことはできる

回の登壇を○

た。表 3～表

ていなかった

あった。また

7年という限

び付かないが

る。 

○印で表にし

表 5 である。

たから、もっ

た畑中武夫先

限られた期間

が、この表に

したもの方 が

参考にされ

 

っと回

先生は

間の記

現れ

が登壇

たい。 
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これらアーカイブ新聞の記事にお気づきのことがあれば、編集者中桐にご連絡いただけ

れば幸いです。中桐のメールアドレスは、arcnaoj@pub.mtk.nao.ac.jp 


